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2014-10-18（土）板橋仲宿縁切り榎
竹の湯蕎麦処 

旧中山道板橋宿の宿場はずれの街道

沿いに縁切り榎が立っている。（板橋本町

-18）何故この名前が付いたのかはよく分

からないが、昔から花嫁はこの下を通るこ

とを避けた、と言われている。 

長寿庵という蕎麦屋が直ぐ近くに在っ

て、そこの老主人が色々と昔からの言い

伝えを話してくれた。小生には 

「縁切り榎 宿場女の 秋の風」と思えるの

だが、どうであろうか。スケッチの後長寿
庵での絵画談義に花が咲いた。残念
ながら銭湯 竹の湯（月曜定休）へは
寄れなかった。 

 

 

 

 

次回予定 

当日 7時の天気予報で降水確率 50％を超える場

合中止します。 

○2015-2-21(土)白金自然教育園 自然教育園 

正門受付前 10 時集合、山手線目黒駅東口よ 

り徒歩 10 分、地下鉄三田線白金台下車徒歩 

約 3 分。 

2015-3-21（土）谷中夕焼け段々天心記念園 

 谷中夕焼け段々10時集合、山手線日暮里駅西

口より西方向 10 分。 

 

 

 

スケッチ会の実施報告と次回予定   事業部 一柳 幸 
 

2014-9-27（土）三の輪浄閑寺投げ
込み寺 

三の輪浄閑寺が「投げ込み寺」と言わ

れている分けは安政二年の大地震で死ん

だ遊女が多数投げ込み同然に運び込ま

れて葬られた事による。 

本堂に向かって左手にある小門より中

に入ると墓地になっていて、奥まった所に

慰霊塔がある。地蔵菩薩がおわす立派な

塔で脇の小窓から多数の骨壷が見えて何

となく哀れである。 

「苦界から 遊女極楽へ 秋の風」と回

向の手を合わせた。 

 

 

  

鈴木健夫洋画展（新日美特別会員）  

会期： 平成 27 年 5 月 13 日(水)～18 日(月) 

6日間（初日は午後1時から、最終日は

午後 2 時まで、他は午前 9 時～午後 5

時まで） 

会場：  梓川アカデミア館、松本市梓川倭

566-12 ℡0263-78-5000 

0 号から 30 号約 25 点展示予定 
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支
部
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千
木
良 

宣
行 

埼
玉
西
支
部
は
月
一
回
の
勉
強
会
で
、
午
前
は
作
品
を

持
ち
寄
っ
て
の
合
評
会
、
午
後
は
人
体
デ
ッ
サ
ン
。
そ
れ

と
、
月
一
回
の
野
外
ス
ケ
ッ
チ
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
特
別
企
画
で
、
六
月
に
「
絵
と
は
、
そ
し
て
美
と

は
何
か
」の
テ
ー
マ
で
、
午
後
の
勉
強
会
に
、
全
員
で
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
試
み
ま
す
。
（
※
勉
強
会
や
ス
ケ
ッ
チ
会

は
、
そ
の
都
度
五
百
円
を
支
部
に
納
入
す
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
参
加
可
）そ
し
て
四
月
に
は
川
越
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｒ
＋

で
、
去
年
夏
の
ス
ケ
ッ
チ
会
利
尻
・
礼
文
島
の
旅
の
、
「
北
の

さ
い
は
て
を
描
く
・
三
人
展
」
。
５
月
は
川
越
市
立
美
術
館

で
「
支
部
展
」
。
十
月
に
は
「
新
日
美
本
展
」
。
十
一
月
は
小

品
の
「彩
り
展
」で
す
。 

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
新
し
い
風
を
」
で
あ
り
、
目
標
は
「
自
分

な
り
の
“
美
”
の
創
出
・
研
鑽
を
、
生
涯
続
け
る
」
こ
と
。
徒

に
人
数
を
増
や
す
よ
り
、
や
る
気
や
才
能
を
見
出
し
、
伸

ば
す
こ
と
で
す
。
支
部
は
会
の
見
え
ぬ
根
っ
こ
で
あ
り
、
こ

こ
を
踏
み
台
と
し
て
上
野
の
本
展
や
、
大
き
な
舞
台
で
活

躍
す
る
人
が
出
れ
ば
、
佳
し
で
す
。 

昨
年
は
上
野
の
本
展
で
二
名
受
賞
。
難
関
の
埼
玉
県
展

に
は
六
名
入
選
。
川
越
市
展
で
は
二
、
三
位
受
賞
。
と
活

躍
し
ま
し
た
。
し
か
し
入
選
・
入
賞
は
時
の
運
も
あ
り
、
華

や
か
さ
だ
け
を
追
う
の
で
な
く
、
実
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。 

支
部
で
は
諸
先
輩
の
業
績
を
尊
重
し
、
上
も
下
も
、
古

い
も
新
し
い
も
、
男
も
女
も
、
過
去
の
栄
光
も
、
一
切
な

し
。
大
事
な
こ
と
は
「
何
を
為
し
た
か
」
で
は
な
く
、
「
今
何

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
」
。
私
は
今
年
、
支
部
の
誰
よ
り

も
タ
ブ
ロ
ー
の
枚
数
を
多
く
描
く
こ
と
を
、
宣
言
し
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

 

 

2014-12-13（土）佃島佃小橋住吉神
社月島界隈 

佃島は広重の名所江戸百景にも描か 

れ住吉神社と共に有名である。江戸時代

はおろか明治大正から昭和中期に至る

までの佃島界隈に様子は全く変わってし

まったが、それでも佃小橋の姿と入江の

掘割にはそこはかとなく面影が残ってい

る。舫う船を添景物として佃小橋、対岸の

柳を描いてみるのも面白い。スケッチが

終われば月島あたりの赤提灯も又よから

ずや。というところか。 
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支
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神
奈
川
支
部
も
、
当
然
な
が
ら
他
支
部
と
同
様
、
絵
画

制
作
が
第
一
の
重
要
目
的
で
あ
る
。
更
に
何
か
別
の
要
素

を
プ
ラ
ス
で
き
な
い
か
、
と
の
考
え
で
東
日
本
大
震
災
直
後

の
支
部
展
で
は
募
金
を
し
、
地
元
の
新
聞
社
に
寄
付
を
し

た
。
又
、
ホ
タ
ル
保
護
の
募
金
を
し
た
り
、
神
奈
川
地
域
の

運
動
紹
介
や
ら
、
会
員
の
古
里
紹
介
を
し
て
支
部
展
を
盛

り
上
げ
て
来
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
て
あ
る
の
で
暇

が
あ
る
時
は
見
て
も
ら
い
た
い
。
先
ず
支
部
の
概
要
を
紹

介
し
よ
う
。 

 

支
部
の
結
成
は
昭
和
五
五
年
（19

8
0

）秋
で
、
十
月
に

第
一
回
展
を
川
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
た
。 

 

一
方
新
日
本
美
術
協
会
は
二
年
前
の
昭
和
五
三
年

十
一
月
に
新
洋
画
会
と
し
て
発
足
。
翌
年
に
横
浜
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
二
回
展
を
公
募
展
と
し
て
開
催
し
た
。

こ
の
横
浜
開
催
が
神
奈
川
支
部
結
成
へ
繋
が
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
支
部
と
し
て
は
最
も
古
い
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
勘
定
を
す
る
と
神
奈
川
支
部
は
今
年
で

三
六
回
展
だ
。
四
月
二
八
日(

火)

～
五
月
三
日(

日)

ア

ー
ト
ガ
ー
デ
ン
か
わ
さ
き(

Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
隣)

で
行
う
。
新

入
会
員
も
こ
と
し
三
名
を
お
迎
え
し
十
九
名
に
な
り
支

部
と
し
て
益
々
充
実
し
て
き
た
。(

構
成
、
絵
画
委
員

５
、
工
芸
委
員
１
、
一
般
会
員
１
３
計
１
９
名)

何
と
言
っ

て
も
メ
ン
バ
ー
は
個
性
豊
か
だ
。
全
く
楽
し
い
支
部
で
あ

る
。
夫
々
年
二
～
三
回
Ｇ
展
、
個
展
に
励
ん
で
い
る
。 

で
は
、
歴
代
支
部
長
に
進
も
う
。
創
世
期
の
支
部
で

最
も
苦
労
し
た
初
代
支
部
長
が
、
本
展
の
表
彰
式
で
代

行
を
務
め
た
委
員
の
山
下
利
隆
さ
ん
で
あ
る
。
中
尾
会

長
の
体
調
不
良
の
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
二
代
目
の
支

部
長
が
同
じ
支
部
創
世
期
に
い
た
相
楽
富
美
子
さ
ん

で
、
三
代
目
が
や
は
り
委
員
の
陳
倶
子
さ
ん
で
あ
る
。
そ

し
て
私
鈴
木
が
四
代
目
の
支
部
長
で
本
部
会
計
を
し
、

現
在
へと
来
て
い
る
。
以
上
が
支
部
概
要
で
あ
る
。 

  

鈴
木
特
別
会
員
よ
り
個
展
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

旧
年
中
は
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本

年
も
相
変
り
ま
せ
ず
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
私
も
お
陰
様
で
な
ん
と
か
気
力
だ
け
は
負
け
ず
に

持
っ
て
は
お
り
ま
す
が
年
々
体
力
は
落
ち
て
き
て
い
る
の

が
は
っ
き
り
し
て
、
絵
筆
が
し
っ
か
り
と
持
て
ず
ポ
ト
ン

と
落
と
し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

然
し
絵
は
描
き
た
い
一
心
で
今
回
の
第
三
十
八
回
展

で
展
示
し
て
頂
い
た
「信
濃
麦
秋
」は
サ
イ
ン
以
外
、
実
は

殆
ど
掌
と
指
だ
け
で
仕
上
げ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も
、

ま
だ
絵
を
続
け
て
描
き
た
く
て
今
回
地
元
松
本
で
の
個

展
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
別
紙
の
予
定
表
と
会
場
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
の
上
、
会
報
に
掲
載
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
日
か
ら
、
掌
と
指
を
生
か

し
て
個
展
に
向
け
て
、
新
日
美
の
発
展
と
Ｐ
Ｒ
に
、
信
州

松
本
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
で
力
投
致
し
ま
す
。
こ
の
手
紙
も

両
手
で
や
っ
と
描
き
ま
し
た
。
（
森
屋
事
務
局
長
宛
の
手

紙
か
ら
抜
粋
し
ま
し
た
） 

 

  

 

 

 


